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ロータリーを実践しみんなに豊かな人生を
2013-14年度 国際ロータリーのテーマ

ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 2800

第2025回例会 2014-1／14（火）天気（曇り）

例会場：ホテルキャッスル 司会進行（SAA）：坂入　文人 君
点　鐘：PM 12：30　松田　勝彦 会長 ロータリーソング：「奉仕の理想」

会長挨拶 　皆さんこんにちは。先週は、新年
会大変ありがとうございました。本
日は、信長・秀吉・家康の食の好み
についてお話したいと思います。
　天正元年（1573年）信長は、京
で三好三人衆を降ろした折、捕虜と
した三好衆の料理人に食事を用意さ
せたことがあった。高級料理を得意
とした坪内石斎の料理を食べるな

り、「こんなまずいもの食えるか。殺してしまえ」と
言った。坪内は土下座をして、もう一度料理を作らせて

欲しいと平謝りをした。翌日、二度目の料理を濃い味付
けをし、言わば田舎料理を出したところ「うまい」と好ん
で食したそうです。戦国の武将達は想像以上に粗食で
あったようです。合戦に明け暮れる武将らは、ゆっくり
ご馳走を食べるわけにもいかなかったものと思われます。
　三人の好物は、信長は濃い味付けの料理、湯漬け飯・果
物。秀吉は割り米の粥、根菜の煮付。そして家康は味噌、
麦飯、握り飯、果物といったところが好物のようです。
　酒は、信長は量は多くなく、秀吉は酒席の雰囲気を好ん
だそうです。最も酒豪であったのは家康であったというこ
とです。

　
・中津RC60記念式典の案内が届きました。本日ポストに
入れてありますので、目を通して頂き　先日の新年会で
もご案内ありました通り、多くの参加で盛り上げていき
たいと思います。皆様の参加宜しくお願い致します。

・来週21日になりますが、例会終了後高橋一夫ガバナー
補佐をお迎えしてのクラブ協議会を開催致します。場所
は、地下のシャトレーヌで13時50分からを予定してお
ります。理事・役員・委員長の方は、欠席のない様にお
願い致します。やむを得ず欠席の方は、必ず代理の方を
立てていただきます様お願い致します。

・今月28日になりますが、ファイヤーサイドミーティン
グを午後６時30分より、当会員の雛倉さんのお店
「コットンストリート」にて大久保パスト会長を講師に
迎え開催いたします。当日は、様々なプログラムでお待
ちしております。パスト会長をはじめ、最近ファイヤー
サイドミーティングに足が向かない先輩へお願いがあり
ます。是非、多くの先輩方からもご参加を頂き若手会員
と親交を深めて頂ければと考えています。ご参加頂ける
際には、私までお知らせいただければ幸いです。よろし
くお願い致します。

・本日例会終了後理事会を開催致しますので理事の方は暫
時お残り下さい。

　以上幹事報告終わります。

幹 事 報 告 菊地　賀治 幹事

史料・姉妹クラブ委員会　伊勢和正委員長
　3月22日の中津ロータリークラブ60周年記念式典参加者は現在
のところ奥様同伴を含めて約20名ということです。まだ、二十数名
の方が出欠報告されておりません。欠席で提出なさった方も含め、
再度お考え頂き多くのご参加宜しくお願いいたします。
　　ニコニコBOX　谷口　義洋 君
　伊勢　和正君　中津RC60周年記念式典ご参加宜しくお願いいたします。
　佐々木吉嗣君　古希のお祝いありがとうございました。
　太田　昭一君　誕生祝いありがとうございました。
　渋谷　一男君　妻の誕生祝いありがとうございました。
　大久保章宏君　米山功労賞いただきました。ありがとうございました。
　伊藤　　誠君　妻の誕生祝いありがとうございました。
　浅野　裕幸君　先週の新年会ありがとうございました。

委員会報告
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本日出席・前回修正出席

1月14日の
食事です。
14日の14日の

食事です。

今回のお食事は…会員総数
本　　日
前回修正

出席義務会員数 出席会員数 出 席 率

他クラブで
メークアップ
された会員

54名
5５名

３７名
５０名 100.0％５０名

（山　形）寺﨑　利彦　　雛倉　拓史
（山形東）鈴木　政康　　雛倉　拓史　　高梨　英吉

※本日の結果は２週間後に報告　　※修正は２週間前の結果報告
出席会員数÷算出会員数＝出席率
算出会員数とは?　　出席義務会員＋メイク免除会員の出席者
出席会員数とは?　　出席義務会員の出席者＋メイク免除会員の出席者＋メイク会員

ゲスト卓話ゲスト卓話

山形県護国神社　権禰宜　小　國　正　人様山形県護国神社　権禰宜　小　國　正　人様

　只今ご紹介をいただきました、山形県護国神社の小國でござい
ます。本日は山形南ロータリークラブ様の例会にお招きをいただ
き、また貴重なお時間を頂戴致しますこと、誠にありがとうござ
います。本来ならば、当神社宮司・あるいは禰宜の宮舘が参上致
すべきところ、社務の都合により私のような若輩者が参上致しま
したこと、まずもってお詫び申し上げ、なにとぞ寛大なるお心に
てご容赦を賜りますよう、お願いを申し上げます。さて、本日は
「神社における新年の行事について」という演題にて、30分のお
時間を頂戴しております。元より、学のない話し下手な私ですの
で、お話は15分ほどとさせていただき、後半の15分で山形南
ロータリークラブ様の本年の事業繁栄・安全を祈る神事を執り行
わさせていただく予定でございます。
　さて、皆様ご承知の通り、私がご奉仕させていただいておりま
す山形県護国神社は、県下第一の初詣参拝者数を有するお宮と言
われております。今年も元日から悪天候にもかかわらず、多くの
皆様よりご参拝をいただき、また六日には月曜日の大安というこ
ともあり、多くの企業様・団体様の仕事始めの安全祈願祭をお勤
めさせていただき、境内は元日同様の賑わいでございました。本
当に有り難い限りでございます。
　下世話な話ではありますが、当神社には各地域の氏神様のよう
な「氏子」といった組織がございません。つまりは、ご社殿の造
営、屋根替え、境内の整備、修繕、何をするにもすべては神社自
体の経費でまかなわなければなりません。もちろん、社名に「山
形県」とは付くものの公からの補助金・助成金は全くありませ
ん。ですから、お宮を護り、後世にしっかりと伝えていくために
は「県下一の初詣」という勲章は必要不可欠であり、また私ども
神職はそれを維持・継続していくための神社経営をして行かなけ
ればなりません。
　私は常々、神社はもちろん分類上「宗教」ではあるのですが、
平らに言えば「心のサービス業」であると思っております。ご参
拝に来られた方がご祈祷を受け、或いはご神前で参拝をし、我々
神職や巫女と接していただき、その結果心がスッキリして清らか
な気持ちでお帰りいただく。そしてまた、何かあれば、或いは特
に何がなくとも神社へ行ってみよう、護国神社へお参りに行こ
う、そう感じていただけるような環境作りに努める。それにはも
ちろん、ご社殿や境内を参拝しやすいように整備し、それを清ら
かに保つこと、また我々神職や巫女がすがすがしく真心をもって
ご奉仕し続けていく、この両輪がうまくかみ合わなければなりま
せん。このように、境内やご社殿と言った所謂「もの」と、日々
ご奉仕申し上げる我々奉仕者といった「ひと」、この両方が常に
清々しく清浄であり、またそうあり続けることこそ、本日の演題
でもあります神社における新年の行事、その根底にある「常若」
という言葉であります。
　常に若い、と漢字で書きます。人は誰しも常に若々しくありた
い、建物もいつもきれいで真新しいものがいい、畳と何とかは新

しい方が云々……という例えもございます。常に若々しく、清々
しくあり続けたいと思うこと、そしてその状態を保ち、また保つ
ために「蘇り」を行うことが常若であり、この考え方が私たち日
本人の源の一つではないのかな、と私は考えます。
　最も代表的な常若、それは昨年行われた伊勢の神宮での式年遷
宮です。お伊勢様ではご社殿はもとより、御神宝・御装束・神
具・調度品、また奉仕する大宮司・少宮司以下神職の装束に至る
まで、全てを新しくし天照大御神に新宮へとお遷りをいただき、
これにより蘇りをなされた大御神は一層御神威をお増しになり、
御皇室を始め私たちを広く遍くお護りくださいます。
　また、もっと身近なものとして、当神社に限らずどこの神社で
もお正月を迎えるにあたり、煤払いを行い、鳥居やご社殿のしめ
縄、或いは紙垂と呼ばれる白い紙を交換し、大晦日には年越しの
大祓神事を行い、神職はもちろん天の下の万民を心身ともに清ら
かにお祓いします。また、年が明ければその年の一番最初に汲ん
だお水「若水」と申しますが、その若水をご神前にお供えし、歳
旦祭を斎行し大神様のご神威の更なる発揚を乞い願います。
　皆様のご家庭や会社にあっても、年末や初詣の折に新しい御札
をお受けになり、神棚をきれいに掃除されお祀りされることと思
います。また熊手や破魔矢、御守りといったものも新しいものを
お受けになり、前の年に受けた物は浄火を以て御焚き上げをす
る。そして参拝をし、或いはお祓いを受け、自らも清らかな心と
体に立ち戻り、蘇りを行い常若の境地に至る。「もの」と「ひ
と」が常若であり、年神様をお迎えし、一年の安泰を幸福を祈る
ことこそ日本人のお正月行事と言えるのではないでしょうか。
　大変拙い私の話でさぞお聞き苦しかったことかと思います。何
とぞご容赦ください。
　この平成26年甲午歳、暦の中では「暴れる午歳」と書かれてい
るものもあるようです。「暴れる」ということはそれだけに勢い
のある年並みとも言えます。どうぞ皆様にはしっかりと手綱を
握って、決して落馬することなくその勢いに乗っていただき、こ
の一年が実り多き年となりますよう心からご祈念申し上げ、私の
話を閉じさせていただきたいと存じます。ご静聴誠に有り難うご
ざいました。
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